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 令 和 ６ 年 １ ０ 月 １ ０ 日 

                      国土交通省九州地方整備局 
 

「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポート」の 

公表について 

 

 

 

住民の「命」を守り、さらには、地域の宝である「清流」をも守る「新たな流水型のダム」を国に求めるとの熊本

県知事の表明も踏まえ、令和４年８月に策定した球磨川水系河川整備計画[国管理区間]において位置づけら

れた川辺川の流水型ダムについて、環境影響評価法に基づくものと同等の環境影響評価を実施することとし

ています。 

（令和３年５月２１日記者発表：https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo05_hh_000129.html） 

 

今般、環境影響評価法の環境影響評価書に相当する「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポート」

（以下、「評価レポート」という。）を公表いたします。その作成にあたっては、関係法令に準拠し「流水型ダム環境

保全対策検討委員会」からの技術的助言のほか、住民、熊本県知事及び国土交通大臣からの意見を踏まえてと

りまとめています。 

（評価レポート公表 Web サイト：

https://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/dam/kankyou_torikumi/hyouka_report.html） 

※１０月１１日より Web サイトにて公表 

 

これに伴い、環境影響評価法に準じ、以下のとおり評価レポートの縦覧を行います。 

 

〇縦 覧 期 間：令和６年１０月１１日（金）から令和６年１１月１１日（月）まで 

※縦覧に関する詳細は「資料１」を参照して下さい。 

  

川辺川の流水型ダムについて、環境影響評価法に基づく環境影響評価書に相当す

る「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポート」を公表し、縦覧を開始し

ます。 

 

【問い合わせ先】 

  国土交通省 九州地方整備局 河川部 

河川計画課長 嶋田
し ま だ

 剛士
た か と

 

建設専門官   北嶋
き た じ ま

 清
きよし

 

                直通：０９２－４７６－３５２３ 
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R5/11/28 準備レポートの公表

R4/11/14 方法レポートの公表

熊本県知事からの意見

R6/6/7 評価レポートを国土交通大臣に送付

一般からの意見

R4/3/25 環境配慮レポートの公表

評価レポートの公告及び縦覧

R6/7/26 環境大臣の意見

意見を踏まえ、評価レポート作成

意見を踏まえ、評価レポートの補正

R6/8/9 国土交通大臣の意見

現在

「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポート」の縦覧について 
 

 評価レポート縦覧の趣旨 

「環境影響評価」は、事業の実施による環境への負荷をできる限り回避・低減し、環境の保全についての配

慮がなされるように、必要な手続きを行うもので、評価レポートは環境影響評価法の評価書に相当するもの

であり、その作成にあたっては、関係法令に準拠し、「流水型ダム環境保全対策検討委員会」からの技術的

助言のほか、住民、熊本県知事及び国土交通大臣からの意見を踏まえてとりまとめたものです。 

 評価レポートの縦覧は、環境影響を受けるおそれがある地域等において、評価レポートが確定したことを

公告し、その内容を確認できるようにするものです。  

 

 環境影響評価の手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価レポートの縦覧 

１．縦覧期間：令和６年１０月１１日から令和６年１１月１１日（一部の場所では土曜、日曜、祝日も縦覧可。） 

２．縦覧場所および縦覧が可能な時間帯は、別紙１「縦覧場所一覧」に示すとおりです。縦覧場所には、「川

辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポート」及び「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レ

ポート要約書」を設置しております。 

３．「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポート」および「川辺川の流水型ダムに関する環境影響

評価レポート要約書」は、インターネットでも公表しております。 

（評価レポート公表 Web サイト：

https://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/dam/kankyou_torikumi/hyouka_report.html） 

４．縦覧は、所定の場所で行うものとし、縦覧物等の所定場所以外への持ち出し、貸出は禁止いたします。 

５．縦覧物等の複写については、縦覧場所では対応しておりません。 

６．縦覧物等に関する全ての質問については、川辺川ダム砂防事務所にお問い合わせください。 

 

 

  

【問い合わせ先】                    

国土交通省 九州地方整備局 川辺川ダム砂防事務所 調査課 

熊本県球磨郡相良村大字柳瀬３３１７ 

電話 ０９６６－２３－３１７４ 

時間 ８：３０～１７：００   

縦覧期間 
 令和 6 年 10 月 11 日 
 ～令和 6 年 11 月 11 日 

資料１ 
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別紙１  

縦覧場所一覧 

 

 
 

縦覧が可能な施設 縦覧場所 住所 電話番号
縦覧が可能な
時間帯

閉庁日
休館日

九州地方整備局 １階ロビー
福岡市博多区博多駅東２－１０－７
福岡第2合同庁舎

092-471-6331 10:00～17:00 土・日・祝休日

川辺川ダム砂防事務所 １階ロビー 熊本県球磨郡相良村大字柳瀬３３１７ 0966-23-3174 8:30～17:15
土・日・祝休日
※土・日・祝休日は、
事務所入り口で縦覧可

川辺川ダム砂防事務所
ダム出張所

受付カウンター 熊本県球磨郡五木村小八重８９４－１０ 0966-37-2116 8:30～17:15
土・日・祝休日
※土・日・祝休日は、
出張所入り口で縦覧可

八代河川国道事務所 １階ロビー 熊本県八代市萩原町１－７０８－２ 0965-32-4135 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代河川国道事務所
八代出張所

１階ロビー 熊本県八代市麦島東町１－２ 0965-32-4892 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代河川国道事務所
人吉出張所

１階ロビー 熊本県人吉市願成寺町１２８８ 0966-22-3244 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代復興事務所 １階ロビー 熊本県八代市上日置町４４７８－１ 0965-39-5101 8:30～17:15 土・日・祝休日

熊本県庁本館 １階 情報プラザ 熊本市中央区水前寺６－１８－１
096-333-2268
（環境保全課）

9:00～17:00 土・日・祝休日

熊本県県南広域本部 ２階 振興課 熊本県八代市西片町１６６０
0965-33-3149
（振興課）

8:30～17:15 土・日・祝休日

熊本県県南広域本部
球磨地域振興局

庁舎２階
玄関ロビー

熊本県人吉市西間下町８６－１
0966-24-4112
(総務振興課)

8:30～17:15 土・日・祝休日

八代市役所本庁舎 １階情報プラザ 熊本県八代市松江城町１－２５ 0965-33-4104 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代市役所坂本支所 地域振興課 熊本県八代市坂本町坂本１０５１－２ 0965-45-2211 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代市役所千丁支所 地域振興課 熊本県八代市千丁町新牟田１５０２－１ 0965-46-1101 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代市役所鏡支所 地域振興課 熊本県八代市鏡町内田４５３－１ 0965-52-1111 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代市役所東陽支所 地域振興課 熊本県八代市東陽町南１１０５－１ 0965-65-2111 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代市役所泉支所 地域振興課 熊本県八代市泉町柿迫３１３０ 0965-67-2111 8:30～17:15 土・日・祝休日

八代市坂本コミュニティセンター ロビー
熊本県八代市坂本町荒瀬１３０７
（坂本地域福祉センター内）

0965-45-2228 8:30～17:15 土・日・祝休日

人吉市役所 １階市民広場 熊本県人吉市西間下町字永溝７－１ 0966-22-2111 8:30～17:00 土・日・祝休日

五木村役場 １階ロビー 熊本県球磨郡五木村甲２６７２－７ 0966-37-2212 8:30～17:15 土・日・祝休日

相良村役場 １階村民ホール 熊本県球磨郡相良村大字深水２５００－１ 0966-35-0211 8:30～17:15 土・日・祝休日

 相良村役場四浦出張所 出張所窓口 熊本県球磨郡相良村大字四浦東２８９３－２ 0966-36-0211 9:00～14:30
土・日・祝休日
※その他臨時閉所する
場合あり

錦町役場 １階ロビー 熊本県球磨郡錦町大字一武１５８７ 0966-38-1111 8:30～17:15 土・日・祝休日

山江村役場 １階ロビー 熊本県球磨郡山江村大字山田甲１３５６－１ 0966-23-6449 8:30～17:15 土・日・祝休日

球磨村役場
建設課
（清流館）

熊本県球磨郡球磨村大字渡丙１７３０ 0966-32-1111 8:30～17:15 土・日・祝休日
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参考資料 流水型ダム環境保全対策検討委員会について 

 

「流水型ダム」における環境影響評価法に基づくものと同等の環境影響評価の手続きの中で、専門家より環境面

からの技術的な助言を得ることを目的として、「流水型ダム環境保全対策検討委員会」（以下、「委員会」という。）を設

置し、検討を重ねてきました。 委員会は、以下に示す 10 名の委員により構成され、計 12 回の委員会を開催しました。

委員名簿並びに開催日と主な審議内容は以下のとおりです。   

 

   <委員名簿（令和 6 年 10 月時点）> 

 

 <委員会の開催と議事内容> 

  開催日 議事内容 

第１回 令和 3 年 6 月 16 日 ｢新たな流水型ダム｣における環境保全検討や今後の環境調査計画等につい

て 

第２回 令和 3 年 12 月 14 日 「環境配慮レポート（案）」について 

第３回 令和 4 年 3 月 9 日 「環境配慮レポート（案）の修正」等について 

第４回 令和 4 年 8 月 24 日 ｢方法レポート｣作成に向け、環境影響評価にあたっての調査、予測及び評価

手法等について 

第５回 令和 4 年 10 月 6 日 「方法レポート（案）」等について 

第６回 令和 5 年 6 月 5 日 ｢方法レポート｣に対する熊本県知事及び一般の意見への対応方針案等を議

論。 

第７回 令和 5 年 8 月 7 日 試験湛水手法の工夫や洪水調節操作ルールの工夫等について 

第８回 令和 5 年 9 月 5 日 環境調査結果の概要等について 

第９回 令和 5 年 10 月 10 日 ダムの施設等設計や試験湛水手法の工夫等について 

第１０回 令和 5 年 10 月 31 日 「準備レポート（案）」等について 

第１１回 令和 6 年 5 月 21 日 ｢準備レポート｣に対する熊本県知事意見への事業者見解（案）等について 

第１２回 令和 6 年 9 月 24 日 ｢評価レポート｣に対する国土交通大臣意見への事業者見解（案）や今後の検

討事項について 

 

担当分野 委員氏名 現  職 

鳥類、猛禽類 大田 眞也 日本鳥学会 会員、日本野鳥の会 会員 

魚類 鬼倉 徳雄 九州大学大学院農学研究院 教授 

河川工学 萱場 祐一 名古屋工業大学 教授 

水環境 楠田 哲也 九州大学 名誉教授 

哺乳類 坂田 拓司 熊本市立必由館高校 非常勤講師 

両生類、爬虫類 坂本 真理子 日本爬虫両棲類学会 会員、九州両生爬虫類研究会 事務局長 

植物 佐藤 千芳 （有）熊本植物研究所 代表 

陸上昆虫類 寺﨑 昭典 （同）フィールドリサーチ 代表 

河川工学 藤田 光一 国立研究開発法人土木研究所 理事長 

底 生 動 物 、 ク モ

類、洞窟性動物 
村田 浩平 東海大学農学部 教授 


